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密封された放射性同位元素の所在不明について（連絡） 

 
 今般、文部科学省より密封線源が所在不明になっているとの事務連絡（別添１）があり

ました。この線源につきましては、現時点においても発見には至っておりません。 
つきましては、下記の事項に御留意のうえ、貴管内市町村（消防の事務を処理する組合

を含む。）に周知いただきますようお願いします。 
 

記 
 
１．不明線源について 
  平成 20 年４月７日（月）、保管庫に保管されていた密封された放射性同位元素が収納

された非破壊検査装置１台が所在不明となったもの（詳細は、別添１のとおり。） 
 
２．発見時の措置 

 当該線源が発見され、消防活動を行う必要がある場合につきましては、「原子力施設等

における消防活動対策ハンドブック」に従い活動をお願いします。 
なお、文部科学省からは、当該線源についての立入禁止区域の設定については、線源

から 15ｍの範囲内を立入禁止区域に設定することとされています。また、立入禁止区域

の警戒にあたる場合は、累積時間が２時間を超えないようにするとされています。 
ただし、状況が不明な段階では、安全側に立ち活動をお願いいたします。 
【根拠】 
 15ｍの根拠：線源から 15m 離れた地点での線量は 0.22mSv/h（ミリシーベルト／

時）以下となる。10 時間滞在しても 2.2mSv の被ばくとなり、これは、

原子力安全委員会の指針類に定められた原子力施設の事故時の一般公衆

の被ばく限度５mSv を十分に下回る。 
 ２時間の根拠：線源から 15ｍ離れた地点に２時間滞在した場合、被ばく線量は

0.44mSv となる。これは一般公衆の年間被ばく限度１mSv を十分に下回

る。 



    ※ 被ばく線量については、別添２（日常生活と放射線）参照。 
 
３．消防庁への連絡 
  消防機関において所在不明な線源を発見された場合は、警察機関及び消防庁（勤務時

間中：消防庁特殊災害室（国民保護防災部防災課原子力災害係 03-5253-7525）休日夜間：

消防庁宿直室 03:5253-7777）に連絡をお願いいたします。 
 
４．その他 
  万が一、被ばく者を搬送する場合においては、被ばく医療機関（別添３参照）を参考

としてください。 
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イリジウム１９２の紛失について 
 

添付のとおり、情報を提供いたします。 

別添１
















